
福島相双復興推進機構（福島相双復興官民合同チーム）からのお知らせ

震災から1５年が過ぎましたが、福島相双地域の営農再開は道半ばです。
官民合同チームでは、これからも農業者様の声を伺い、農業者様に寄り添って、営農再開
の拡大に向けた様々なご支援を続けてまいります。
営農再開され、頑張られている農業者様や地域の話題を紹介いたします。
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官民合同チームでは、これからも農業者様の声を伺い、農業者様に寄り添って、営農再開
の拡大に向けた様々なご支援を続けてまいります。
営農再開され、頑張られている農業者様や地域の話題を紹介いたします。

福島相双営農通信

福島相双復興推進機構
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【葛尾村での取組】

【富岡町での取組】

!
相双機構では、のお手伝いをさせていただきました。

地元の皆さまに季節のお花をお届けしています!
かつらお胡蝶蘭合同会社さんは、避難指示

解除の翌年2017年に設立し、復興への希望を
込めて胡蝶蘭「ホープホワイト」を栽培。

ホープホワイトは、一際大きい花をつけ、
高さや⾧さなどの見た目が良く、萎れたり変
色したりしにくいうえ、暑さにも強いと好評
で、2018年には復興大臣賞を受賞しました。

日々、胡蝶蘭と会話しながら環境を整え、
手間隙かけて愛情を注ぎながら育てています。

ホームページや一部の花屋さんでお買い求
めいただけるほか、ECサイト（メルカリ
Shops）でも販売を始めました。

相双機構では、ECサイトやインスタグラム
作成のお手伝いをさせていただきました。

＜白大輪胡蝶蘭＞
（復興大臣賞受賞の最高級胡蝶蘭）

＜丸山剛史さん(中央)とスタッフの皆さん＞

高品質の胡蝶蘭「ホープホワイト」を販売しています!

＜インスタグラム＞

株式会社夜の森ローズガーデンさんは、 2019年に町の復興のために設立されました。
富岡町夜の森地域の「桜」や「つつじ」の花は有名ですが、町の特産品を目指してバラ
の水耕（養液）栽培に取り組んでいます。ビニールハウス内で9品種、 6600株のバラが
一年中咲き、県内の市場に出荷されているほか直売も行っており、お土産や新生活向け
の祝いバラとしても大変喜ばれています。

相双機構では、東京都内の生花店への販路拡大のお手伝いをさせていただきました。

夜の森ローズガーデンで、新生活向けの祝いバラが好評です!

＜テーブルフラワー＞ ＜スタンドフラワー＞ ＜ブライダルブーケ＞ ＜山本智子社⾧とスタッフの皆さん＞

＜ホームページ＞

＜ホームページ＞
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福島相双営農通信

原子力被災12市町村※で、農業を行われている方、
または、今後新たに農業を行う方
※ 田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、

川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村

対象となる
農業者様

「うまく栽培したい」
「どの作物の栽培がいいか」
「スマート農業に関心がある」
このようなご相談には、普及
指導員などによる技術的な
ご支援をします。

農業の技術的なご相談新たな販路開拓のご相談
「販売先の開拓や確保がしたい」
「首都圏などに出荷したい」
このようなご相談には、専門家
を派遣して販路開拓のご支援を
します。

「農業機械を導入したい」
「補助金の申請方法を知りたい」
「農地の貸手や借手を探したい」
「農業法人を設立したい」
このようなご相談には、訪問員
がアドバイスを行います。

補助金や制度活用のご相談

福島相双復興推進機構（福島相双復興官民合同チーム）
営農再開グループ

ご相談受付ダイヤル:024-502-1117
（受付時間9:00～17:00 土日祝日、年末年始を除く）

https://www.fsrt.jp Webサイト

< 各種公式ページはこちら >

営農再開グループの
ページはこちら →

被災12市町村の営農再開をご支援します
営農再開や新規参入をご検討の皆様、ご相談ください。

福島相双復興推進機構 営農再開グループでは、国・福島県・市町村・ＪＡなどの関係機関と
連携し、農業者様を個別に訪問して、営農再開に向けた次のような支援活動を行っております。
ぜひ、ご活用を検討ください。皆様からのご連絡をお待ちしております。
ご相談やご支援は無料です。費用はかかりません。

【南相馬市での取組】

福島相双復興推進機構

＜㈱大地のめぐみの皆さん＞＜収穫された⾧ネギ＞＜⾧ネギ農地＞

2026年初収穫の甘い⾧ネギを出荷いたしました!
南相馬市の南原正大さん、南原裕之さん、原好光さんは震災後、「もう農業

はできないだろう」と一度は諦めたが「ここが好きだから、小高区片草で農業
ができるならやりたい」との思いから、あの美しかった景色を取り戻すべく
2020年2月に南相馬市小高区に農業法人株式会社大地のめぐみを立ち上げまし
た。作付け品目は幅広く、米、大豆、小麦、ブロッコリー、小菊などを生産し
ています。2025年からは、5反歩の圃場で⾧ネギ栽培にもチャレンジし、年明
けに無事収穫を迎え、JAへの出荷や地元の方々に直接販売し大変好評をいただ
いております。

相双機構では、セレモニーホールへの販路拡大のお手伝いをさせていただき
ました。

＜南原正大さん＞＜南原裕之さん＞ ＜原 好光さん＞


